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おめでとう、日本代
表！フランスへは必ず応援に行く
ぞ。それだけです、失礼しました。

（静岡県会社はどうする？さん）

小4の息子が、クリスマスにISDN

が欲しいと言い出した。お父
さんサンタに工事はでき

ないし、うれしいやらちょっと複雑

な心境…。枕元に置いとくのはケ

ーブル？ やっぱりTAかなぁ？

（山口県安西さん）

ようやく自分のホームページができた

ので、すでに業者に依頼してあった来

年の年賀状にURL
も印刷します。同僚は驚くだ

ろうなぁ。 （大阪府小松さん）

わが家は5人家族ですが、各人バラ

バラに暮らしているので、「綿谷家

ML」というメーリングリストを作っ

て連絡を取り合っています。おかげ

で隠し事のない（？）
一家です。 （鹿児島県綿谷さん）

インターネットラジオは私の残
業のお供です。内容も充実

しているので皆さんにもオススメで

す。（東京都不良サラリーマンさん）

来年あたりから、インターネットは

パソコンだけのものじゃなくなるん

でしょうね。 （京都府草刈さん）

多くのメーリングリストに入ってい

るので年末は「忘年オフ
会」が立て続けにあります。これ
に会社関係のを合わせたら…、胃

袋と財布の中身がとても心配です。

（大阪府松尾さん）

ワールドカップ出場を賭けたイラン

戦。テレビ中継も盛り上がっていま

したが、サッカー関係のホームページ

でも、チャットや掲示板が大い
に盛り上がってい
ました。テレビ中継のない海
外の方がインターネットで情報集め

をしていたのが、特に印象的でした。

（神奈川県杉本さん）

わわれわれユーザーにとって、イン

ターネットが楽しく簡単
で使いやすくなりますように…。

1998年へのお願いです。

（福岡県さいとうさん）

最近のオーディオやビデオのストリ

ーミングコンテンツを楽しむには、

やっぱりISDNかな？

と思い始めています。

（奈良県関口さん）

新聞で「ウェアリング・コンピュータ｣

の記事を読みました。パソコ
ンを「着る」、これぞ究極
のモバイルだ！（東京都小川さん）

このところ、テレビなどでのインター

ネット関連のニュースは、どれもあま

りよくないことばかりに

思います。 （匿名希望）

わが家では、そろそろこの1年の家計

簿を集計しますが、インター
ネット関連の出費
がどのくらいになっているのかが心

配で、夜もおちおち眠っていられま

せん。妻の怒った顔が…。

（北海道早瀬健也さん）

インターネットに関するいくつかの

事件や裁判が話題になった1997年

でしたが、来年はいか
に!? （匿名希望）

最近のウェブのコンテンツは技
術先行で、内容重視のものが

少なくなってきたような気がします。

（香川県高井さん）

高校の文化祭で「インターネットカフ

ェを出そう！」と提案しましたが、

見事に却下されました。

（あぁ～高校三年生♪さん）

パソコンの隣に置いた植物の成長

著しいこと…。これって偶然？それ

とも電磁波の影響？
（あさひろさん）

1998年はインターネットがらみの

犯罪がたくさん起きそうで心配

です。いつまでも楽しく使いたいも

のです。 （Toshio Hyugaさん）

from Editor
あなたが最近感じたことや思ったことをメ
ールしてください。詳しくは393ページを！

インターネットのCOOL＆FOOLが大集合！

このコーナーは、イ
ンターネットピープ
ルの皆さんと編集部
を結ぶページです。
皆さんの楽しいメー
ルがこのコーナーを
作ります。
Let's Access!

Reader's Voice

Illust:Sasaki Kazuyoshi
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皆さんから寄せられた1997年の重大ニュースです。いいニュースの人は来年も、
悪いニュースの人は来年こそ、いい年にしようじゃありませんか！

日本はお正月だね。マレーシアで

は1月1日を「イングリッシュ・ニ

ューイヤー」と言います。大晦日ま

で働いて1月2日からは通常の生活

が始まるから、1月1日は単なる休

日扱い。ここの人たちには、ハリラ

ヤとか中国正月というそれぞれの

「新年」があって、1月1日には特

に何の感慨もないので、「よいお年

を」も「明けましておめでとう、今

年もよろしく」もないんだ。クリス

マス後の「うだうだ」や正月明けの

「ぼけぼけ」が心から愛おしいぞ！

さて、Jalan Jalanもホームペー

ジを立ち上げて1年が経つ頃には、

繰り返しメールのやりとりをする常

連さんのよう人たちが増えてきた。

それらの人たちは、地元マレーシア

やアジア各国、それに日本各地の

日本人だったり、日本に留学中の

マレーシア人だったりと生い立ちも

皆さまざま。この人たちとメールを

使ってマレーシアの話をするのはと

ても楽しいけれど、「マレーシアに

興味や関わりを持っている人同士

が、お互いに知り合えたらもっと楽

しいだろうなぁ、お互いに話ができ

るといいなぁ」と思うようになった。

思ったからってすぐに解決できない

のが初心者Jun＆Mas。再び

「CGI」とか「UNIX」といった異

次元空間で1か月ほどもがく。そし

てようやく完成したのが「マタハリ」

（マレー語で太陽という意味）と

「ビンタン」（同じく星という意味）

という2つのチャットルームなんだ。

でもね、チャットって参加するのに

少し勇気がいるでしょ。だからしば

らく2つの部屋はガランとしたまま。

仕方がないので家に帰るとJun＆

Masがチャットすることに。

「元気か？」

「30分前に別れたばかりだろ」

「今晩のおかずは何？」

「げそ天だよ」

「いいね」…

むなしいログが続く。「ええ加減に

せえよっ」とかみさんにハタかれな

がら、それでもJun＆Masは根気強

く入室者を待ち続けるのであった。

（つづく）

山森淳（Jun）…在マレーシア7年、1959
年生まれの38歳。井上優（Mas）氏とと
もにマレーシア情報サイト「Jalan Jalan」
を運営する。

な
ん
と
、
15
年
ぶ
り
に
高
校
時
代
の

友
人
か
ら
連
絡
が
来
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
卒
業
者
名
簿
の
よ
う
な

も
の
を
見
た
友
人
が
メ
ー
ル
を
く
れ
た

こ
と
で
、
15
年
ぶ
り
の
友
達
付
き
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
結
婚

し
て
子
供
も
い
る
の
で
、
家
族
ぐ
る
み

で
い
い
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

（
大
阪
府
中
尾
満
男
さ
ん
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
な
に
げ
な
く
掲
載

し
て
い
た
「
籐
細
工
」
が
売
れ
ま
し

た
。
特
に
売
る
つ
も
り
も
な
く
、
た
だ

で
き
が
よ
か
っ
た
の
で
ペ
ー
ジ
に
あ
げ

て
い
た
ら
、
思
い
が
け
ず
売
れ
ち
ゃ
い

ま
し
た
。
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
！
今

で
は
籐
細
工
が
副
業
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

（
新
潟
県
K.

S
さ
ん
）

パ
ソ
コ
ン
通
信
時
代
か
ら
営
業
を
続

け
て
き
た
某
パ
ソ
通
ホ
ス
ト
会
社
の
事

業
撤
退
は
、
私
に
と
っ
て
は
大
事
件

で
し
た
。
来
年
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
業
に

と
っ
て
の
「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
が
起
こ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（

東
京
都
岸
さ
ん
）

We Love Internet-People

第5回
「マレーシアで
チャットしようよ！」

山森淳
jhttp://www.junmas.com/

（元気ィ！：マレー語）アパカバー

今
年
は
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
。
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
メ
ー
ル
を
く
れ
た
の
が
、
来
年
結
婚

す
る
予
定
の
婚
約
者
で
し
た
。
で
も

両
親
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り
合

っ
た
」
と
話
し
て
も
理
解
で
き
な
い
よ

う
で
し
た
。
き
っ
と
将
来
、
私
た
ち
の

子
供
に
聞
か
せ
る
頃
に
は
当
た
り
前

の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う

ね
。

（
匿
名
希
望
）

5
月
に
長
男
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、

長
男
の
名
前
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
募

集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
2
週
間
で

21
通
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中

か
ら
「
克
樹
か
つ
き

」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
名
付
け
親
に
な
っ
て
く
れ
た

方
と
は
直
接
お
会
い
し
て
、
そ
の
後

も
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

（
児
玉
さ
ん
）

お正月でも普段とまったく変わらないKL（クアラルンプール）の街角
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釣りをしない方、食べることにしか

興味のない方にも楽しんでいただけ

ると思います。 （Birdさん）

釣った魚の美味しい食べ方も紹介

Bird’s Square
（釣りと魚と料理のページ）
jhttp://home.highway.or.
jp/bird/
黒鯛を中心に海釣り全般を扱った

ページです。「釣った魚は必ず食う！」

をテーマに楽しんでいます。友人た

ちとの釣りをおもしろおかしくレポ

ートした「最近の釣行」では、博多

湾を中心に釣った魚の料理法まで

を写真付きで解説しています。一般

的な魚料理も広く紹介しており、

あなたの自慢のホームページを紹介します。どれも
作者の自信作です。とくとご覧あれ！

ヒカリモノワールド
jhttp://www.bekkoame.
or.jp/ro/liberal/
ダンスパーティー、ウェディング用

のヒカリモノアクセサリーです。あ

まりのまばゆさに目を閉じないでく

ださい。ニューハーフの方や夜の街

でお勤めの方々にとてもウケてます。

（渡谷淳子さん）

from Editor
このコーナーで自慢のホームページを紹介
したい方は、ページタイトル、URLに紹介文
を添えてメールにてお送りください。紹介文
に込められたあなたの熱意がアクセス増加
につながります。詳しくは393ページを！

浜松ベーシスト協会
jhttp://www.tcp-ip.or.jp/
~h-aki/hba.html
浜松およびその周辺在住のベーシス

トの団体である『浜松ベーシスト協

会』のページです。当協会は地域

密着型の団体として、約70名のベ

ーシストが加盟しており、情報交換

をしたり親睦を深めたりしています。

ベーシストの方やベースに興味を持

っている方なら、きっと役立つベー

ス関連のドキュメントや、豊富なリ

ンクを掲載しています。

（Web管理担当：秋山さん）

MUCHO（ムーチョ）
古河電気工業（株）

一度耳にすると決して忘れられないネーミングで、

何といってもラテンのキャラクターがその気にさ

せる。設定や使い方が難しいというダイアルアッ

プルーターのイメージを「MUCHO」は見事に払

拭した。でも、何でルーターでラテンなんだ？こ

れと似たような疑問は、KDD「ヨルドニッチ」の

コサックダンスにも見ることができる。こちらも

なかなかのセンスだ。

「お店で『MUCHOください！』と言ったとき、
周りの目が気になった」 （千葉県柏田さん）

「雑誌で、あのラテンおじさんの広告を見た瞬
間に購入を決意した」 （石川県山口さん）

ネーミングとは裏腹（？）
に、機能面の評価は高
い「MUCHO」シリーズ。
写真は「MUCHO-TL」

コリャ英和！
カテナ（株）

この「コリャ英和！」は、ソフトウェアが注目を

集めるにはネーミングも重要だと業界に一石を投

じた（？）製品だ。このネーミングには賛否両論

あっただろうが、次いで発売された和英翻訳ソフ

トは、お約束どおり「これ和英！」。ユーザーの

期待を裏切らないメーカーの姿勢にも頭が下が

る。余談だが、「コリャ英和っていいよね」と言

うのは、「頭痛が痛い」と言ってしまうことと同

じことなのだろうか？

「恥ずかしいからショートカットの名前を変え
て使っています」 （北海道匿名希望）

「このダジャレシリーズは、ぜひほかの製品に
も活かして欲しいです」 （山梨県幸田さん）

翻訳ソフトの最強コンビ
「コリャ英和！」と「これ
和英！」

http://www.panda.co.jp/
P＆A シェアウェア

どう見ても「パンダ」。誰が見ても「パンダ」だ。

このURLを取得する際には気付かなかったのか

な？ もしこれが確信犯だとしたらパンダ、いや

P＆A恐るべし。いっそのこと本当に社名を「パ

ンダ」にしてはいかがかな（笑）。そういえば、広

島カープの阿南元監督のユニホームの文字

「ANAN」は、どうしても「アンアン」にしか見

えなかったものだ。

「海外ツアーバスの会社『パンダバス』を探し
ていたらP＆Aと出会った。以来なぜか心の片
隅から離れない。 （東京都木下さん）

「実際に『www.panda.co.jp』を取ろうとし
たところ、P＆Aさんに先を越されていた」

（東京都匿名希望）

「WinZip」などの有名ソ
フトを取り扱うP＆Aシェ
アウェアのホームページ

皆さんから寄せられた、巷で話題の「なんでこんな名前なの？」
と驚いてしまうものや、思わず笑ってしまうものに、
「変な名前…」もとい「ネーミング大賞」を贈呈します。
受賞したメーカーご担当者の皆さん、おめでとうございます！

ハードウェア部門 ソフトウェア部門 URL部門

街の声 街の声街の声
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We Love Internet-People
このコーナーは、昨今のインターネット業界を取り巻く
「カタカナ英語」の分かりにくさに業を煮やした
「カタカナ英語撲滅隊」が、分かりやすい日本語に
直したり、新しい意味を提案していきます！
今月から新たに「カタカナ英語事件簿」が登場です。

AFTERCARE
1月号に以下の誤りや追加事項
がありました。

付録ブックレット
「快適！SOHO環境構築ガイド」

●P.20
アライドテレシス（株）のネットワー
クボード「LA100-PCI-T」の価格が
19,800円となっておりましたが、正し
くは14,800円でした。

誤…19,800円
正…14,800円

お詫びして訂正させていただきます。

アンケートにご協力を
読者の皆さまの意見を誌面に反映させるためにアンケートを行っています。
アンケートの回答には、次の2通りの方法があります。

1 電子メール
アンケートフォームを請求する

ip-enq-req@impress.co.jpに電子メールをお送りください。タイトルや本文は必要ありません。
パソコン通信からの場合のタイトルは適当で結構です。上記のアドレスに空メールを送っていただけ
れば、アンケート記入フォ-ームが差出人宛てに自動返信されます。
記入したアンケートを返送する

送られてきたアンケートに回答を記入して ip-enq@impress.co.jpまでお送りください。

アンケートフォームの請求先　ip-enq-req@impress.co.jp
回答したアンケートの送信先　ip-enq@impress.co.jp

2はがき
本誌に添付されているアンケートはがきに回答を記入して郵便ポストに投函してください。
切手を貼る必要はありません。

アンケートにご協力いただいた方の中から、毎月抽選で10名様にインターネットマガジン特製テ
レホンカードをプレゼントします。ご協力をお願いします。

編集部からのお知らせ

カ カ 
タ タ 
カ カ 

ナ ナ 
英 英 
語 語 
撲
滅
隊
！ 

横
浜
市
高
橋
直
樹
さ
ん

【
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
】

金
銭
、
体
力
お
よ
び
時
間
浪
費
型
娯
楽
。

果
て
し
な
い
旅
路

【
ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
ル
ー
タ
ー
】

電
脳
空
間
受
け
付
け
窓
口

ど
こ
に
で
も
行
け
る
ド
ア

札
幌
市
関
根
政
実
さ
ん

【
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ァ
ー
】

接
続
業
者
の
力
を
借
り
な
い
と
何
も
で

き
な
い
人
。
転
じ
て
最
近
で
は
、
海
や

山
に
ま
で
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
行
っ

て
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
損
な
う
迷
惑

な
人
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

【
ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
体
力
及
び
精
神
力

を
鍛
え
る
行
為
。
転
じ
て
最
近
で
は
、

「
回
線
教
」
な
る
、
宗
教
団
体
に
発
展

し
つ
つ
あ
る
。

【
ル
ー
タ
ー
】

本
来
は
、
ピ
ザ
の
宅
配
の
効
率
的
な

ル
ー
ト
を
決
め
る
ア
メ
リ
カ
の
専
門
業

者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
こ
と
を
指
し
て

い
た
が
、
今
日
で
は
も
っ
ぱ
ら
、
自
動

車
教
習
所
の
元
教
官
で
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
現
れ
て
、
渋
滞
に
悩
む
ド
ラ

イ
バ
ー
に
空
い
て
い
る
道
を
教
え
て
小

銭
を
稼
ぐ
、
謎
の
集
団
の
こ
と
を
言
う

場
合
が
多
い
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
カ
タ
カ
ナ

英
語
」
が
引
き
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

（
？
）
を
紹
介
し
ま
す
。

東
京
都
田
口
さ
ん

素
行
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
初
心
者
の
友
人
と
「
明
日

は
チ
ャ
ッ
ト
し
よ
う
ぜ
」
と
話
し
て

い
た
が
、「
チ
ャ
ッ
ト
」
を
「
ち
ゃ

ん
と
」
と
聞
き
違
え
た
彼
は
、
翌

日
き
ち
ん
と
し
て
い
た
。

日
本
人
な
ら
日
本
語
を
使
え
！

隊
員
大
募
集
！

「
カ
タ
カ
ナ
英
語
撲
滅
隊
」
で
は
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ナ
英
語
」
の
日
本
語
訳
や
、

あ
な
た
流
の
解
説
、「
カ
タ
カ
ナ
英
語

事
件
簿
」
を
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
３
９
３
ペ
ー
ジ
を
！

事
件
簿
・
1

原
告
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話
題
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
ん
な
人
？

「CSJインデックス」という検索サービスでおなじみのサイバースペース・ジャパン
（株）の懸賞情報サービス「CSJプレゼント」をご存じだろうか。このサイトでは、
ホームページのほかにも、休日を除く毎日新着情報のメール配信サービスをしてい
るが、担当の河口宣子さんが冒頭に付けている毎日のメッセージが面白いと評判
だ。聞いてみると、宣子さんはこの間まで高校生だったという。どんな女の子だろ
う？同社の代表取締役の細江治己さんと一緒にお話をうかがった。

INTERVIEW

河口さんは、どんなきっかけ
で、プレゼントの新着情報
の仕事をするようになったん
ですか？

細江：彼女は去年、高校2年の秋

に家庭の事情で学校を辞めて、知

り合いの紹介で当社で働くようにな

りました。高校生っていうから最初

は大丈夫かなって思ったんだけど、

数学が得意だっていうから手伝いと

いうことで会社に来てもらったんで

す。でも春になって、やはり勉強を

続けたいということになりました。

家が鎌倉のほうで通勤に1時間半く

らいかかってしまうので、仕事の一

部のプレゼント情報を自宅で担当し

てもらうということで4月からやっ

てもらっています。学校のほうは、

通信制の高校で、夏には大学検定

も受かって、今は受験生なんです。

受験生なのに、毎日新着情
報のそれぞれのプレゼントの
コメントや冒頭のメッセージ
を書くのは大変じゃないです
か？

河口：今はとっても楽になりまし

た。掲載を申し込んできた人が締切

日とかも登録してくれるので、その

ページに行ってプレゼントが実施さ

れているかどうかと、コメントが付

けやすいようにどんなページなのか

確認する程度です。昼前から始め

て昼過ぎまでだいたい2時間くらい

しかかかりません。

細江：前はメールだけじゃなくて、

ページ全体の管理もやっていたから、

締め切りを過ぎた情報を手動で消

さなければならなかったんです。今

は、締切日を越えるとサーバーが自

動的に消しますから、そういう作業

はしなくていいんです。コメント書

きに専念できるようになったから、

そういう意味で楽になったんでしょ

うね。

インターネットを始めたのは、
CSJで仕事をするようにな
ってからですか？

河口：それまでパソコンには触った

ことなかったんです。前に通ってた

学校にも置いてありましたけど、パ

ソコン嫌いだったからゲームすらや

らなかったんです。だから、最初は

パソコンの仕事だって聞いて、でき

ないだろうなと思いました（笑）。

インターネット自体も知らなかった

ので、細江さんとお話をしたときは

そこらへんからお話ししていただい

て、それなら面白いかなと思って。

初めてインターネットを見た
ときはどう思いましたか？

河口：文明は発達したなと思いま

した（笑）。最初は、通信以外の

簡単なソフトの使い方も全然知ら

なくて、初心者向けの本を買った

り借りたりして読んでばかりいたの

で、インターネットを楽しめるよう

になったのは、だいぶ経ってからで

す。本当に何も分からなくて「この

ボタン押すとどこに行っちゃうのか

な？」という感じでしたから。

細江：最初は会社でお手伝いが多

かったんです。ワープロ打つとかエ

クセルで計算するとか、お姉さんた

ちの下請けをやってもらってました。

数学が得意だとロジカルな考え方が

できるから、スタートはゼロでも教

えれば覚えるのはすごく早いですね。

とてもしっかりしているし、優秀な

子ですよ（笑）。

数学だけじゃなくて、文章
もうまいですよね。

河口：外で遊ぶのも好きだけど、小

受験生でありながら「CSJプレゼント」メール配信サービスの
仕事もこなす河口宣子さん（18歳）

河口さんとCSJの細江治己さん
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We Love Internet-People

「98年 私はこうする！」
皆さんの98年の抱負をお寄せください。インターネットに関することでした

ら、どんなことでもOKです。

「バレンタインデー私の愛のメッセージ」
2月14日はバレンタインデーです。「好きな人にインターネットで告白を…」

もいいかもしれません。そこで、インターネットを使った皆さんのバレンタイ

ンの計画や、エピソードを募集します。

「カタカナ英語撲滅隊！」（391ページ参照）
インターネットやパソコン関連用語を日本語にしちゃいましょう！

あなたの名訳（迷訳？）や新解釈をお待ちしています。

あなたのメールアドレス帳に『インターネットマガジン

投稿（ip-box@impress.co.jp）』を登録してね！

このコーナーは読者の皆さんからの投稿で成り立っています。

さいときから詩を書くのが好きだっ

たし、本を読むのも全然イヤじゃな

かったので、多分その延長じゃない

でしょうか。日記は続かなくて、学

校の宿題も溜めてしまうタイプだっ

たけど、詩とか、気が向いたら何か

を書いたりするのはすごく好きです。

手紙も書くときは書くし、文章を

書くのにはあんまり抵抗はないんで

すよ。

ファンレターもメールで届く
そうですね。

河口：最近来るようになりました。

その日のコメントについて、その人

によって感じとることが違うみたい

で「これにはひとこと言わせてもら

うわ」みたいなのとか、そういうの

が多いですね。一度メールが来て、

私も時間があるときにお返事して、

それきりになっちゃう方が多いです

ね。多分相手も1回出して返ってき

て満足しちゃうんでしょうね。でも、

人数は少ないですけど、ずっとやり

とりが続いている方もいらっしゃい

ます。

コメントはワープロだと思い
ますが、自分の日記もワー
プロでつけるんですか？

河口：まさか（笑）、ノートですよ。

鉛筆で書くのが好きなんです。今で

は家計簿とか日程表とかパソコンで

処理している方が多いと聞くんです

けど、私には一生できないだろうな

と思います。こういう雑誌の取材で

こんなこと言うのはよくないと思う

んだけど（笑）、デジタルの情報っ

て自分でも慣れていない部分があっ

て、「消えちゃうもの」、「残らない

もの」としてしか捉えられない部分

があるんです。自分のそういうとこ

ろが、これから思いっきり世の中渡

っていけなそうだと思うんですけど。

自分が書いたメッセージは読
み返したりしますか？

河口：1週間

分くらいは戻っ

て見ますけど、

それ以前のもの

は見ないですね。でも、ノートに書

いている日記は何度も見たい。「2

か月前はこんなこと考えてたの？」

とか、「1年前にはまったく同じこと

でこんなことやってたの？」とか思

い出せるので。

毎日コメントするのに、いろ
んな人のホームページを見る
と思いますが、どうですか？

河口：見てて触発されるというか、

すごいっと思わせるページもすごく

多いんです。私は小さなページが好

きで、果樹園を家でやっている方と

か、うちはパン職人ですとか、そう

いう職人系という訳ではないけど、

でも俺は命賭けてるとかって書いて

いる人を見ると「すごい！」って思

いますね。こだわりがあるのがすご

く好きだから、そういうページに惹

かれます。今はコメントを書くこと

自体楽しんでやらせていただいてい

ますし、これからも、会社がやらせ

てくれれば、時間が許す限りこの仕

事を続けたいですね。

（Interview＆Text by 鈴木康之）

このほかにも、「インターネット川柳大会」「私のホ

ームページ自慢」「Reader's Voice」、本誌の感想、

新コーナー案などなど、どんなことでも結構ですか

ら、身の回りで起こったことは、じゃんじゃんメー

ルでお送りください。なお、投稿の際は、お名前（ペ

ンネームも可）、ご住所も明記してください。

ぜひ！

宛て先はすべて

ip-box@impress.co.jp
です。掲載された方にはテレホンカードをお送りいたしま

す。投稿お待ちしています！

メール配信サービスはWEBページで申込みができる

jhttp://csj3.csj.co.jp/Present/
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